
【姫路市立豊富小中学校】の取組 

１ テーマ 

「探究的な学びを拓く情報活用能力の育成」 

～情報活用能力ベーシックで支える９年間の学び～ 

 

２ テーマ設定の理由 

本校は、令和２年度に姫路市で３番目の義務教育学校として開校した。ＧＩＧＡスクー

ル構想を受け、開校当初から、本校ではＩＣＴの日常的な活用を目指して取組を行ってき

た。まずは授業をはじめとする様々な場面で使ってみることから始め、試行錯誤を繰り返

しながら、学習の中で、特に思考を活性化する効果的な活用の仕方を探っていった。取組

の結果、ほとんどの児童生徒が情報機器の操作スキルを獲得したのみならず、必要に応じ

て必要な機能を活用して学習したり、自分が得た情報を進んで共有したり学習に活用した

りする姿が見られるようになった。ＩＣＴの日常的な活用が浸透してきた中で、探究的な

学習の過程で児童生徒が自ら問いを立てたり課題を解決したりするためのＩＣＴの活用を

模索するとともに、義務教育９年間を通して生きて働く資質・能力を育成するための教育

課程の改善や授業改善を行うことが課題として挙げられた。 

そこで、本校では、「情報活用能力ベーシック」にもとづく学習の開発に取り組むことに

した。「情報活用能力ベーシック」とは、学習の基盤となる資質能力の一つである情報活用

能力を体系的に育成するために、一般財団法人日本教育情報化振興会が学習指導要領をも

とに作成した学習のプロセスである。具体的には、学習過程を「①課題の設定」「②情報の

収集」「③整理・分析」「④まとめ・表現」「⑤振り返り・改善」の５つのプロセスに整理し、

それぞれのプロセスにおいて子どもたちが主体的に活動を行うことで、すべての教科で横

断的に学習の基礎となる情報活用能力を育成することを目的としている。 

本校では、この

「情報活用能力ベ

ーシック」を全学

年、全教科で活用

し、子ども主体の探

究的な学習を展開

することで、情報活

用能力を身に付け

自ら学びに向かう

自律した学習者を

育成したいと考え、

本テーマおよびサ

ブテーマを設定し

た。 

 

 一般財団法人日本教育情報化振興会「情報活用能力ベーシック」パンフレットより引用 



３ 研究経過 

(１）１年次（令和５年度）の取組 

①研究計画づくり 

   放送大学中川一史教授、同佐藤幸江教授のご指導のもと、「情報活用能力ベーシック」 

を活用した授業実践の理論と実際を学ぶことからスタートした。両教授からは、情報活

用能力を身に付け、情報の要・不要を自身で決定できるようにすること、「情報活用能

力ベーシック」はあくまで指標であるため、どのような段階でどのように学習していく

かの具体化は各学校で議論しながら進めていくことをご指導いただいた。 

 そこで、本校の研究イメージと、本校で育成を目指す情報活用能力一覧を研究推進委

員会を中心に作成した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 情報活用能力一覧は、９年間を前期（１～３年）、中期（４～６年）、後期（７～９年）

に分け、９年間を見通してどの段階でどのような力を育成するかを整理したものである。 

この一覧にもとづいて、各学年で系統立てて実践を行うこととした。 

 

②カリキュラム（「年間指導計画」）の作成 

 「情報活用能力ベーシック」の５つのプロセスを全学年でまんべんなく行うために、全

職員で学年別の年間指導計画を作成した。前述のように教科ごとに特性があり、さらに

は単元によっては「情報活用能力ベーシック」にもとづく学習展開のしやすさが異なっ

てくる。学年によって偏りが起きないように、月１回は５つのプロセスが必ず入るよう

に、教科横断的に計画を立てていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③授業実践 

 実践にあたり、全学年での共通事項として、黒板に「情報活用能力

ベーシック」の各プロセスを掲示するシートを作成し、全クラスに配

置した。これによって、教師のみならず子どもたちにも５つのプロセ

スを視覚的に意識できるようにした。 

 また、授業はできる限り子どもたちに委ねること

を意識し、自分たちで問いを設定したり課題を解決

したりできるよう、学習の形や教師の役割を模索し

ていった。 

  

 

 



（２）２年次（令和６年度）の取組 

①「教科別ベーシック活動系統表」の作成 

  １年目の取組をさらに進めるために、教科部会を設定した。全教科に前期・後期の担

当する教師を配置し、学習内容や方法を協議しながら各教科の学習を系統的に推し進

められるようにした。これにより、学年団を横軸に教科部会を縦軸にして、系統的かつ

教科横断的に研究を行うことが可能となった。 

実際の授業では、各教科の見方・考え方を生かしながら学習が進んでいく。それぞれ

の教科に特性があり、活動の仕方も異なっている。そこで、１年次に作成した「情報活

用能力育成の系統表」をもとに、各教科で「教科別ベーシック活動系統表」を作成した。

これは、各教科で、「情報活用能力ベーシック」のプロセスにもとづく学習活動をどの

ように行っていくかを「活動ベース」でまとめたものである。一覧表作成の際には、全

員が教科部会に分かれ、９年間を見通してどのような活動をしていくかを話し合いな

がら作業を進めた。 

また、「教科別ベーシック活動系統表」をもとに、１年次に作成した「情報活用能力

一覧」と「年間指導計画」を改訂していった。 

 

②他者参照の推奨 

子どもが主体的に活動する授業づくりのた

めに、「他者参照」を学習に取り入れること

を共通理解した。学習における「他者参照」

とは、友だちの考えを取り入れながら自分の

考えを広げたり深めたりすることである。思

考の途中で「他者参照」を行うことで（途中

参照）、学習によるつまずきの解消につなが



ったり、対話的な学びにつながったりするため、主体的な学びを促すことができると

考えている。さらに、ＩＣＴを活用することで、時間や空間を越えて、いつでも、誰

とでも、何度でも「他者参照」を行うことができる。本校では、「情報活用能力ベー

シック」の全てのプロセスにおいて「他者参照」を積極的に行うことを前提に授業を

つくることとした。 

 

  ③振り返りの充実 

毎時間や単元の終末における振り返り活動にも重点を置いた。「情報活用能力ベー

シック」の「振り返り・改善」にあるように、情報活用能力の育成において、自身の

学び、成長や課題を振り返ることは大変重要である。これは主体的な学びの実現にも

大いに関わってくる。教科や学年によって形式は異なるが、以下のようなことに留意

しながら振り返り活動を行った。 

・学習内容の振り返りだけではなく、自分の学び方についても振り返ることができる

ようにする。 

・「情報活用能力ベーシック」の「課題の設定」と照らし合わせて、学習前と学習後

の自己の変容を見取れるようにする。 

・振り返りを１枚のシートにまとめ、単元全体を通して学びを振り返ることができる

ようにする。 

・「楽しかった」「難しかった」などの感想にならないようにする。 

・振り返りを共有し、「他者参照」しながら振り返ることができるようにする。 

 

④授業実践の日常化 

  「情報活用能力ベーシック」は全学年、全教科で継続的に取り組むものである。し

たがって、毎日の授業の中で「情報活用能力ベーシック」を意識しながら、いつもの

授業＋αの実践を積み上げるようにした。実践は「実践記録」として簡単にまとめる

ようにした。多忙な職務の中で授業を大きく変えるのではなく、できるところから子

どもたちに委ねてその成果や課題を共有できるようにした。 

作成した授業記録は、「情報活用能力ベーシック」のプロセスごとに整理して保存

しデータベース化することで、いつでも閲覧できるようにした。年間を通して 80 以上

の実践記録が集まり、次の授業づくりの参考になっている。 

 

 

 

 

 
 

 

 



⑤公開授業 

  １学期に２本、２学期の義務教育学校実践研究発表会に合わせて６本、３学期に１

本の公開授業を行った。授業内容については以下の通りである。 

  （１学期） 

  ２年生 算数科「長さ」【①課題の設定】 

  ７年生 家庭科「生活を豊かにする製作」【②情報の収集】 

 （２学期） 

  １年生 算数科「かたちづくり」【④まとめ・表現】 

  ３年生 理科科「じしゃくのふしぎ」【③整理・分析】 

  ５年生 体育科「跳び箱運動」【③整理・分析】 

  ６年生 社会科「戦国の世の統一」【①課題の設定】 

  ８年生 英語科「Homestay in the United States」【④まとめ・表現】 

  ９年生 音楽科「曲に込められた思いを感じ取り、構成を生かして歌おう 

～大地讃頌」【③整理・分析】 

 （３学期） 

  ４年生 道徳科「わたし、まちがってないよね」【⑤振り返り・改善】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究発表会では、様々な学年や教科で学習の様子を公開することができた。講演会で

は、中川教授より、「ＩＣＴ活用は初期の混乱を経て、子どもが自律的に使い始める転換

点で大きく伸びる。その成長を支える土台が『学びに向かう力』であり、主体的に学ぼう

とする力があってこそ、ＩＣＴの効果は最大化される」というお話をいただいた。 

 ２年目に授業実践を積極的に行ったことで、自ら学びに向かう子どもたちが増えた。

また、教師にとっても、子どもたちの学習活動を保障し、学びの様子をしっかり見取る力

をつける絶好の機会になったと感じている。 

 



（３）３年次（令和７年度）の取組 

 ①グループ別実践研究 

２年間の研究で情報活用能力ベーシックに基づいた実践が蓄積されたため、３年次

はこれを共通の土台としつつ、各教師の課題意識・スキルに応じて研修内容を選べるよ

うにした。「自律した子どもの育成」という共通課題のもと、教師も主体性をもって授

業改善に臨む姿勢を大切にしたいと考えたためである。枠組みとして「子どもに委ねる

グループ」「協働的な学びグループ」など、昨今の指導観や児童生徒の実態、自身の課

題をふまえた６つのグループを設け、それぞれで互いに参観したり協議したりしなが

ら授業研究を進めた。 

前期と後期の教師が、それぞれ関心のある同一

のテーマで研修を進めることで、９年間の見通し

を意識した授業づくりにつながった。また、チー

ム内で専門性を持ち寄りながら共に高め合おう

とする姿勢も見られた。教師自身の授業改善に対

する主体性の高まりは、子どもの豊かな学びを支

える基盤になると考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  ②生成ＡＩを活用した授業づくり 

   Gemini の導入を機に、生成ＡＩを活用した業務改善に加え、授業改善への取組も増

えている。例えば、個別学習用サイトや習熟度確認クイズの作成などである。  

８月に千葉県柏市立大津ケ丘第一小学校長 佐和伸明先生より学校教育における生

成ＡＩの役割や活用例等をご教授いただき、児童生徒主体の学習に効果的であること

が分かった。そこで、「とにかくやってみる」ところから学校全体で試行錯誤を始めた。 

さらに２学期末からは、子どもたちが自ら端末で生成ＡＩを利用する試みも始めた。

国語科では文章の推敲、社会科では多面的な考察、理科の実験計画、体育科の練習メニ

ュー考案など、思考活動の支援として活用を進めている。実践を通じ、ＡＩが教材や学

びのパートナーとして有効であることを実感している。 

１月には大阪教育大学の向田識弘特任准教授を招聘し、７年生理科「光の現象」を題



材に研究授業を実施した。授業後の研修会では、向田先生から具体的な活用方法につい

てお話いただいた。授業におけるＡＩの役割を明確に定義する重要性を改めて認識し、

今後の活用方針等、理解を深めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究の成果と課題 

（１）成果 

「情報活用能力ベーシック」を土台とした３年間の取組により、ＩＣＴや生成ＡＩを

「学びのパートナー」として自律的に活用し、自ら問いを立て、多面的な情報収集や比較

検討を行う姿が日常化した。また、「他者参照」を通じて多様な視点を柔軟に取り入れて

自分の考えを深め、粘り強く課題解決に向き合う協働的な学びも深まった。このような

姿は、学習のみならず日常生活にも生かされており、自身の学び方や成長を客観的に捉

える「振り返り」の習慣が、学級活動や部活動等において「自ら課題を見つけ、よりよい

集団を目指して主体的に行動する」という自律した態度につながった。 

教師においては、全員で話し合いながらカリキュラムを作成することで、「情報活用能

力ベーシック」への理解が深まり、「ベーシック」にもとづく実践を積み上げることがで

きた。また、授業づくりの理念を共有し、具体化を職員に委ねたことで、教師も主体的か

つ探究的に授業改善に取り組むようになった。教科や学年の枠を超えて情報共有をした

り授業を参観したりする姿に、同僚性も大いに高まったと感じられる。 

 

（２）課題 

各教科で、「情報活用能力ベーシック」を活用した探究的な学習の在り方は浸透してき

た。それを、総合的な学習の時間などで子ども自身が自律的に活用し、自分たちで探究の

サイクルを回しながら学習できるよう、さらに段階を上げていきたい。また、毎年人員が

入れ替わる中で、教師も子どもも探究する学校文化の実現を目指して、継続的に実践を

行っていきたい。 

 

５ 参考文献 

 日本教育情報化振興会『情報活用能力ベーシック』（2021 年） 

 日本教育情報化振興会『情報活用能力を育む授業づくりガイドブック』（2022 年） 

 日本教育情報化振興会『情報活用能力を育む授業づくりガイドブック 中学校編』（2023 年） 

 日本教育情報化振興会『情報活用能力ベーシックを活用した実践事例集』（2024 年） 

 中川一史編著『情報活用能力ベーシック活用ガイドブック』（東洋出版社 2025 年） 


